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第 2 章では，種々の溶媒中でのプロピレンオキシドと各種のグリニヤール試薬 (GR) との反応を
とりあげ，溶媒や GR の種類，反応モル比および反応時間などが，生成物分布に大きく景饗すること
について検討した O その結果，エポキシドと GR との反応では， 2 種類の反応過程が存在することを
推論している。
第 3 章では，原料に1.2 エポキシオクタンを用いて，前章の推論を基礎にして反応過程について
さらに詳しく検討し，とくに従来それほど検討の対象となっていなかった GR の会合状態に注目し，






























ドについて数多くの反応を行なった結果，グリニヤール試薬が会合体の場合には 3 分子 2 次，単量体
では 3 分子 3 次反応として進行するという機構の提案を行なった。またグリニヤール反応における副
反応として起る重合についても検討を行ない とくに重合促進効果の高いジェチルマグネシウムを開
始剤とし，開始剤濃度(または会合度)，重合圧力など反応条件と重合結果との関連について研究して
いる。
以上を要するに，本論文は従来資料の乏しかった有機マグネシウムとエポキシドとの反応に関して，
系統的な基礎資料を提供し，新しい観点のもとに反応過程の考察を行なって，この分野に顕著な貢献
をなしたものと考えられ，博士論文として価値あるものと認められる。
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がないこと，通常のパルスを用いた場合と比べて，同じパルスレイトで伝送できる距離が大きくなり，
中継間隔を長くすることが可能となること，通常のパルスを用いた場合に比べ，受信端における信号
対雑音比が改善され，かつ波形等化の機構を簡単化できること，などを明らかにしている。
第 5 章は結論であり，本研究の成果を総括して述べたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，最近のオプトエレクトロニクスや光通信工学の進歩にともない，重要な工学的研究課題
のーっとなってきたパルス波と誘電体媒質との相互作用とその応用に関する研究の成果をまとめたも
ので，主要な成果を要約するとつぎのとおりである。
(1) 多層誘電体層によるパルス波の反射現象を，全反射が起る場合をも含めて理論的に詳しく解析し，
具体的な数値をあげてパルス波の反射現象の物理的機構や，入射パルス波の搬送波の周波数が反射
パルス波の波形におよぼす影響などを明らかにした。
(2) コア・低屈折率中間層・クラッドからなるW型誘電体線路のパルス伝送特性を数値的に詳しく検
討し，パルスレイトが同程度の場合には，通常のコア・クラッド型誘電体線路にくらべてコアの寸
法を約 2 倍に大きくできることを明らかにした。
(3) 分散性をもっ誘電体線路のパルス伝送特性を改善する有力な方法として，チャープパルスを用い
る方式を提案し，その特性を詳しく検討して，通常のパルスを用いた場合にくらべてパルスレイト
を大幅に向上させ得ること，受信端における信号対雑音比が改善され，かつ波形等化の機構を簡単
化できること，同じパルスレイトで伝送できる距離が大きくなり，中継間隔を長くすることが可能
となること，などを明らかにした。
以上のように，本論文は光波電磁工学の分野における基本的な問題について学術上の多くの新しい
知見を加え，オプトエレクトロニクスや光通信工学の発展に寄与するところが多い。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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